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江
戸
袋
氷
川
神
社

（
総
代
長
＝
中
村
幸
一

さ
ん
）
は
、
老
朽
化

し
て
い
た
鳥
居
が
新

築
さ
れ
、
12
月
10
日

竣
工
式
が
行
わ
れ
た
。　
　

　
鳥
居
を
奉
納
さ
れ

た
崇
敬
者
参
列
の
元
、

峯
ヶ
岡
八
幡
神
社
宮

本
洋
平
宮
司
に
よ
る

神
事
が
厳
粛
に
執
り

行
わ
れ
た
。

　
「
島
木
の
中
に
（
明

治
43
年
台
風
で
鳥
居

E-mail a_asku@askuraidoboku.co.jp

〒334-0062

が
倒
壊
し
建
立
し
た
。

以
来
１
０
０
年
の
歳

月
が
流
れ
、
老
朽
化

が
激
し
く
、
こ
こ
に

新
た
に
建
立
の
運
び

と
な
っ
た
。

　
氏
子
総
代
は
磯
貝

金
七
、
中
村
幸
一
、

小
林
實
、
山
田
勇
作
、

山
田
耕
作
、
磯
貝
武

男
、
岡
部
元
行
、
山

田
源
一
郎
、
石
塚
利

夫
、
平
岡
一
郎
。

　
建
立
は
磯
貝
工
務

　
ダ
ス
キ
ン
江
戸
支

店
は
５
年
前
よ
り
、

毎
年
新
郷
南
小
学
校

（
校
長
＝
黒
澤
誠
さ

ん
）
で
、「
お
掃
除
教

室
」
と
題
し
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
授
業
を
実
施

し
て
い
た
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍

の
為
、
１
月
５
日
に

机
や
椅
子
等
学
校
全

体
の
手
の
振
れ
る
場

所
を
、
午
前
９
人
と

午
後
５
人
で
除
菌
し

抗
菌
処
理
と
い
う
大

作
業
を
行
っ
た
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
事

業
は
、
埼
玉
県
内
で

新
郷
南
小
の
み
が
対

象
と
の
こ
と
。

専
務
取
締
役
の
戸

石
賢
吾
さ
ん
は
「
奉

写真左から、蓮沼奈央子さん、北村千恵子さん、
戸石専務、佐々木正樹さん、古宇田聡さん、黒澤校長。

店(

磯
貝
光
雄)

。

　
神
事
は
峯
ヶ
岡
八

幡
神
社
宮
司
（
宮
本

洋
平
）。

　
工
期
は
令
和
２
年

７
月
15
日
か
ら
12
月

10
日
）
等
と
綴
り
ま

し
た
」
と
平
岡
さ
ん
。

　
写
真
は
宮
司
の
宮

本
さ
ん
と
総
代
の
皆

さ
ん
。

※
島
木
（
し
ま
ぎ
）

と
は
、
鳥
居
の
笠
木

の
下
に
あ
り
、
柱
頭

の
上
に
の
っ
て
い
る

長
い
横
材
を
い
う
。

　
昔
か
ら
の
習
わ
し

で
、
鳥
居
の
安
全
を

願
い
、
後
世
の
人
に

参
考
に
な
る
よ
う
、

島
木
の
中
に
書
き
物

を
入
れ
る
と
い
う
。

仕
活
動
が
出
来
有
難

い
こ
と
で
す
」
と
微

笑
む
。黒澤
校
長
は
「
安

心
し
て
３
学
期
を
迎

え
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
ダ
ス
キ
ン
様
の

ご
厚
意
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
」
と
。



　
農
地
法
が
改
正
さ

れ
小
作
地
は
強
制
的

に
開
放
さ
れ
自
作
農

創
設
と
言
う
言
葉
が

今
で
も
思
い
出
さ
れ

る
。

　
西
新
井
か
ら
岩
槻

ま
で
の
鉄
道
を
計
画

し
全
林
寺
そ
ば
に
事

務
所
が
あ
り
今
の
本

蓮
の
一
部
に
鉄
道
設

置
の
工
事
が
始
ま
り
、

ト
ロ
ッ
コ
（
土
運
び
）

が
あ
っ
た
が
、
戦
争

で
立
ち
消
え
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

　
戦
後
の
変
わ
り
方

は
目
ま
ぐ
る
し
い
も

の
が
あ
っ
た
。

　
区
画
整
理
と
い
う

話
が
出
て
か
ら
何
故

か
賛
成
・
反
対
で
村

が
二
分
し
、
市
役
所

へ
ム
シ
ロ
旗
を
立
て

て
押
し
か
け
た
と
話

に
聞
い
て
い
る
。

　

昭
和
30
年
代
に

な
っ
て
区
画
整
理
が

再
燃
し
、20
年
か
か
っ

て
第
一
区
（
江
戸
袋
・

赤
井・本
蓮
の
一
部
）、

第
２
区
（
赤
井
・
本

蓮
の
一
部
）が
終
わ
っ

た
。

　
そ
の
間
に
首
都
高

速
道
路
工
事
が
始
ま

り
、
第
二
産
業
道
路

が
建
設
さ
れ
た
。

　
振
り
返
っ
て
見
る

と
、
ど
の
事
業
も
現

在
は
や
っ
て
良
か
っ

た
と
思
う
が
、
当
時

は
本
当
に
色
々
な
議

論
百
出
で
、
隣
り
近

所
、
家
族
の
親
子
で

さ
え
意
見
の
食
い
違

い
を
少
な
か
ら
ず
見

聞
き
し
た
。

　
今
、
90
才
に
な
り

つ
く
づ
く
振
り
返
る

に
、
和
と
知
恵
と
お

互
い
信
頼
が
な
け
れ

ば
何
事
も
出
来
な
い

ん
だ
な
あ
と
、
し
み

じ
み
感
じ
る
次
第
で

す
。　
　
終
わ
り　

　
　
　
山
崎　
基
宏

　
川
口
市
主
催
で
、
共
催
の
拉

致
問
題
を
考
え
る
川
口
の
会

わ
く

（
代
表
＝
前
原
博
孝
市

議
。）
は
、
12
月
10
日

〜
14
日
、「
拉
致
被
害

者
写
真
展
」
を
中
央

図
書
館
で
開
催
し
た
。

　
田
口
八
重
子
さ
ん

や
４
名
の
特
定
失
踪

者
の
写
真
・
パ
ネ
ル

等
が
展
示
さ
れ
た
。　
　

　
「
拉
致
問
題
の
解
決

の
た
め
に
は
、
国
民

世
論
の
盛
り
上
が
り

が
大
変
重
要
で
あ
り
、

拉
致
問
題
に
対
す
る

関
心
を
喚
起
す
る
事

が
大
切
で
す
」
と
前

原
代
表
。

左から新藤義孝衆議院 菊地秘書、前原さん、
新郷の文化を考える会 照山悦子会長

　
新
郷
地
区
は
、
暮
に
は
各
町
会
で
夜

警
パ
ト
ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
た
。

　
本
蓮
町
会
（
町
会
長
＝
中
山
久
仁
夫

さ
ん
）
は
12
月
26
日
、飯
塚
孝
行
市
議
、

新
郷
消
防
分
署
よ
り
金
子
浩
三
係
長
、

増
田
栄
人
主
査
、
丸
山
将
太
主
事
、
消

防
団
の
飯
塚
秀
行
新
郷
支
団
長
が
出
席

し
出
発
式
が
行
わ
れ
た
。

写真左から、金子係長、増田主査、丸山主事、飯塚支団長
中山町会長、相澤秀一警防部長、飯塚市議。



12
月
８
日
、
前
原
博
孝
新
郷
地
区
連
合
町
会

長
＆
川
口
市
議
会
議
員
と
、
山
田
忠
榛
松
町
会

長
は
県
庁
に
赴
き
、
大
野
知
事
宛
の
要
望
書
を

特
別
秘
書
の
椎
木
隆
夫
さ
ん
に
提
出
し
た
。

内
容
は
「
榛
松
１
丁
目
か
ら
３
丁
目
は
朝

の
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
交
通
渋
滞
が
起
き
、
迂
回
す

る
車
が
住
宅
街
を
猛
ス
ピ
ー
ド
で
駆
け
抜
け
、

通
学
に
危
険
が
さ
ら
さ
れ
て
い
る
為
、『
ゾ
ー

ン
30
』
の
規
制
区
域
に
指
定
し
て
ほ
し
い
」
と
、

署
名
を
添
え
て
要
望
し
た
。

12
月
13
日
、
ス
タ
ジ
オ
カ
ル
ー
ソ
（
オ
ー

ナ
ー
＝
廣
町
彰
久
さ
ん
）
に
お
い
て
T
Ｉ

Ｄ
A
（
代
表
＝
金
刺
美
穂
さ
ん
）
ク
リ
ス
マ

ス
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

　
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

杉
本
佳
代
さ
ん
が

行
っ
た
。

　
開
会
で
、
新
郷
の

文
化
を
考
え
る
会
顧

問
の
板
橋
智
之
さ
ん

が
挨
拶
さ
れ
、
フ
ィ

ナ
ー
レ
後
、
同
会
長

の
照
山
悦
子
さ
ん
か

ら
花
束
が
贈
ら
れ

た
。

　
写
真
左
か
ら
照
山

さ
ん
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
＝
片
桐
明
果
さ

ん
、
ピ
ア
ノ
＝
山
元

香
那
子
さ
ん
、
オ
ペ

ラ
歌
手
＝
金
刺
美
穂

さ
ん
、
サ
ク
ソ
フ
ォ

ン
＝
河
原
久
美
子
さ

ん
、
板
橋
さ
ん
。

　
新
堀
の
ロ
ジ
ャ
ー
ス
の

裏
側
を
流
れ
る
辰
井
川
の

下
流
を
、
川
底
の
堆
積
し

た
土
等
を
取
り
除
き
、
川

の
流
れ
を
よ
く
す
る
河
道

整
備
工
事
が
行
わ
れ
て
い

た
。12
月
15
日
、
永
瀬
秀
樹

県
議
会
議
員
と
新
郷
東
部

治
水
協
議
会
会
長
の
鈴
木

歳
男
さ
ん
、
北
条
敬
一
さ

ん
が
視
察
し
た
。

　
埼
玉
県
総
合
治
水
事
務

所
の
副
所
長
兼
工
務
担
当

部
長
の
根
岸
邦
明
さ
ん
と
、

佐
々
木
建
治
さ
ん
が
概
要

を
説
明
し
た
。

　
永
瀬
さ
ん
は
「
協
議
会

の
皆
様
の
要
望
に
お
応
え

し
て
、
上
流
部
の
新
郷
多

目
的
遊
水
地
区
間
の
浚
渫

と
雑
木
処
理
も
追
加
施
工

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

浸
水
被
害
の
軽
減
と
河
川

環
境
保
全
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
」
と
。

写真左から、佐々木さん、根岸さん、北条さん、鈴木さん、永瀬さん。 写真左から、大野知事特別秘書の　
椎木さん、山田さん、前原さん。　　　

　
今
月
の
書
の
一
文
字

作
品
を
木
製
額
に
し
て

差
し
上
げ
ま
す
。

　
希
望
の
字「
待
」「
戻
」

「
勢
」「
進
」「
祈
」
を
選

ん
で
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
携
帯
番
号
を
記

入
し
て
送
っ
て
下
さ
い
。　

希
望
者
多
数
の
時
は
抽

選
に
な
り
ま
す
。

　
当
選
者
に
は
電
話
で

連
絡
し
ま
す
。
取
り
に

来
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〆
切
は
２
月
10
日
ま
で
。

〒
３
３
４
ー
０
０
７
４

川
口
市
江
戸
２
–
６-
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吉
安
書
塾
（
塾
長
）

　
　
　
　
吉
安　
玲
華

一
字
書
の
プ
レ
ゼ
ン
ト



　
「
妻
が
『
夜
中
に
足
が
つ

る
』
と
い
う
の
だ
が
、
原
因

は
な
ん
で
す
か
？
良
い
薬
は

な
い
の
で
す
か
？
」
と
聞
か

れ
ま
し
た
。

　
足
が
つ
る
と
は
、「
こ
む
ら

返
り
」
の
こ
と
で
す
が
、
ふ

く
ら
は
ぎ
の
筋
肉
が
急
に
固

く
な
り
、
一
方
に
引
き
付
け

ら
れ
た
様
に
な
り
ま
す
。

　
こ
む
ら
返
り
は
、
神
経
の

伝
達
や
筋
肉
の
収
縮
に
欠
か

せ
な
い
物
質
「
電
解
質
」
の

異
常
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
ま
す
。

　
「
電
解
質
」
に
は
、
カ
ル
シ

ウ
ム
・
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
・
カ

リ
ウ
ム
・
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど

の
ミ
ネ
ラ
ル
で
あ
り
ま
す
。

　
ミ
ネ
ラ
ル
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
る
と
筋
肉
の
収
縮
が
う

ま
く
行
わ
れ
な
く
な
り
こ
む

ら
返
り
を
起
こ
す
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
予
防
と
し
て
は
、
上
記
ミ

ネ
ラ
ル
を
含
む
食
品
を
勧
め

ま
す
。
治
療
薬
と
し
て
は
、

（279）

漢
方
薬
の
芍
薬
甘
草
湯
を
勧

め
て
い
ま
す
。
こ
の
薬
は
昔

か
ら
、
急
激
に
お
こ
る
筋
肉

の
け
い
れ
ん
に
伴
う
疼
痛
・

胃
痛
・
腹
痛
・
筋
肉
痛
な
ど

に
即
効
性
が
あ
り
ま
す
。

　
奥
様
の
場
合
、
就
寝
前
に

飲
ま
れ
る
と
良
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
ゴ
ル
フ
な
ど

で
足
が
つ
る
場
合
な
ど
も
ス

タ
ー
ト
前
に
一
包
飲
ん
で

お
け
ば
予
防
対
策
に
な
り
ま

す
。

　
　
　
保
険
薬
剤
師

　
　
　
　
　
中
山　
久
仁
夫

　
大
学
時
代
の
63
歳

の
友
人
か
ら
、
糖
尿

病
、
心
筋
梗
塞
、
脳

い
っ
血
の
３
つ
を

や
っ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
手
紙
を
も
ら
い

ま
し
た
。
彼
の
大
学

時
代
は
、
ボ
ー
ト
部

で
活
躍
す
る
な
ど
の
、

た
い
そ
う
な
元
気
者

で
し
た
。

　
卒
後
、
故
郷
の
青

森
で
開
業
し
、
２
つ

の
歯
科
医
院
を
持
っ

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

元
気
が
あ
る
が
故
に
、

無
理
の
上
に
無
理
を

重
ね
て
、
身
体
が
悲

鳴
を
上
げ
て
し
ま
っ

た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。 　

ほ
と
ん
ど
の
病
気

は
、
あ
る
日
突
然
に

出
て
く
る
も
の
で
は

な
い
と
私
は
考
え
て

い
ま
す
。
負
担
を
か

け
す
ぎ
て
、
体
の
ど

こ
か
が
壊
れ
る
と
、

身
体
は
そ
れ
に
反
応

し
て
、
傷
ん
だ
所
を

治
す
力
が
自
然
に
働

き
ま
す
。

　

そ
し
て
外
に
向

か
っ
て
は
痛
み
や
発

熱
と
い
う
信
号
で
、

警
告
を
出
し
て
き
ま

す
。
そ
の
体
の
声
を

聞
い
て
、
食
事
に
気

を
つ
け
た
り
、
休
み

を
と
っ
て
自
然
治
癒

力
に
任
せ
れ
ば
、
病

気
に
至
ら
ず
に
済
み

ま
す
。

　
今
の
時
代
は
、
優

し
く
壊
れ
や
す
い
人

の
体
に
は
厳
し
い
上

に
、
薬
や
精
力
剤
で

お
さ
え
こ
ん
で
、
な

か
な
か
休
ま
せ
て
く

れ
ま
せ
ん
。

　
健
康
を
保
つ
に
は
、

は
や
る
気
持
ち
を
抑

え
て
、
も
っ
と
ゆ
っ

く
り
と
し
た
時
間
を

持
つ
必
要
が
あ
り
ま

す
。

   

岩
下
歯
科
医
院（
榛
松
）　

   

院
長　
岩
下　
一
三

　
昨
年
暮
れ
、
東
本

郷
の
山
崎
基
宏
さ
ん

（
写
真
）
は
、「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
役
立
て

て
下
さ
い
」
と
川
口

市
に
30
万
円
を
寄
付

さ
れ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
為
、

奥
ノ
木
信
夫
市
長
に

変
わ
り
、
村
田
宏
明

危
機
管
理
部
防
災
課

次
長
兼
課
長
が
、
市

長
か
ら
の
「
本
市
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
対

し
格
別
の
御
芳
志
に

よ
り
ご
寄
附
い
た
だ

き
感
謝
に
た
え
ま
せ

ん
。
深
く
感
謝
の
意

を
表
し
ま
す
」
と
の

感
謝
状
を
山
崎
さ
ん

宅
に
出
向
か
れ
、
施

設
に
い
る
基
宏
さ
ん

の
代
わ
り
に
家
族
に

渡
さ
れ
た
。

　
同
席
し
た
飯
塚
孝

行
市
議
は
「
市
長
同

様
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
」
と
。　左、飯塚さん、村田さん

　
新
郷
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
練
習
の
榛
松
太

鼓
（
部
長
＝
田
澤
尚
治

さ
ん
）
を
飯
塚
孝
行
市

議
が
激
励
に
行
っ
た
。　
　 　

「
コ
ロ
ナ
禍
で
、
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
や
高
齢

者
施
設
等
で
太
鼓
の
音

色
を
披
露
で
き
な
い
中
、

ひ
た
む
き
に
練
習
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ん
を
待
っ

て
い
る
方
々
が
大
勢
い

ま
す
。
が
ん
ば
っ
て
練

習
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
挨
拶
し
た
。

　
本
紙
の
題
字
を
書
い
て
い
た
だ
い
て
い
る
、

吉
安
書
塾
の
吉
安
玲
華
さ
ん
は
、
東
中
学
校

（
校
長
＝
安
部
正
幸
さ
ん
）
に
、
12
月
16
日
か

ら
３
日
間
、
書
き
初
め
指
導
に
赴
い
た
。

　
初
日
は
２
年
生
、
17
日
は
３
年
生
、
18
日

は
１
年
生
の
指
導
を
行
っ
た
。

　
生
徒
は
静
か
に
心
を
こ
め
て
取
り
組
ん
で

い
た
。
写
真
は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
場
所
で
、

１
字
１
字
の
急
所
を
説
明
し
な
が
ら
、
自
ら

筆
を
執
る
吉
安
先
生
と
、
真
剣
に
食
入
っ
て

見
る
生
徒
の
皆
さ
ん
。

12
月
21
日
、
21
時
ご
ろ
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー
ル

ほ
ん
ざ
き
（
中
村
文
子
さ
ん
）
に
狸
が
出
没
し
た
。　
　

　
孫
さ
ん
の
晴
樹
さ
ん
は
「
車
庫
の
塀
に
上
っ
て
一

時
降
り
ら
れ
な
か
っ
た
瞬
間
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し

ま
し
た
」
と
話
す
。

　
「
ふ
っ
く
ら
と
し
た
尻
尾
に
、
垂
れ
目
の
よ
う
な

顔
の
模
様
、
タ
ヌ
キ
だ
」
と
お
も
い
、
追
い
か
け
る

と
、
江
戸
袋
交
番
の
方
に
逃
げ
て
い
っ
た
そ
う
だ
。

　
新
郷
内
で
目
撃
さ
れ
た
情
報
が
入
る
が
写
真
を

撮
っ
た
の
は
初
め
て
。

　
専
門
家
は
、
感
染
症
の
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
触

ら
ず
、
そ
っ
と
し
て
お
い
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
。

　
寒
中
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
の
中
、

個
人
様
、
各
団
体
様
、

各
企
業
様
よ
り
名
刺

広
告
ご
支
援
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
新
聞
製
作
費
用
に

使
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
各
新
聞
販
売
店
様

今
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
「
春
夏
秋
冬
」
の

コ
ー
ナ
お
休
み
し
ま

す
。

　
足
立
学
園
中
学
校
・

高
等
学
校
様
か
ら
広

告
を
頂
き
ま
し
た
。

　
初
鹿
野
恵
太
郎
理

事
長
氏
、
田
中
栄
壽

理
事
氏
は
地
元
、
新

郷
小
学
校
・
東
中
学

校
卒
業
で
す
。

　
来
月
号
は
２
月
17

日
（
水
）
発
行
で
す
。


